


自己紹介 伊藤郁夫（いとういくお）
１９５６年７月大阪市東住吉区生まれ
１９７９年４月大学卒業後 ヤマトプロテック株式会社入社

●防災システムメーカーして
営業部・企画室・プラント部、品質保証部、
経営管理本部等を勤務

現在、社⾧室顧問
日中石油タンク火災実験会参画、
阪神淡路大震災、東北大震災時に自社対策
本部等を経験。

●高輪消防署消防団（５年間勤務活動）

●横浜市港北区在住 家族５名（子供３人）
マンション副理事⾧、防災委員会委員⾧

●（一社）日本ボーイスカウト神奈川連盟理事
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（１）建物の耐震性について

①



（２）

①



（３）



（４）防災委員会の活動について



防災訓練の報告



（５） 想定される主な被害について



（６） 断水時の対応について



４７戸大倉山フラット
在宅避難開始時の排水管等の状況確認
上下階一覧表
↓排水の流れ
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（７）食料、日用品などの不足について

大倉山フラットでは、水と非常食の備蓄はしていません



（８）飲料水と備蓄食料について

共住者数

１人住まい 6

２人住まい 7

３人住まい 9

４人住まい 2

記載なし 3

計 27



非常食 なし

15%

非常食 備蓄している

85%

非常食 備蓄有・無



（９）非常用品の備蓄倉庫について



□アルミブランケット 30枚□軍手80人分 手袋35人分□車椅子１台 台車1台

□担架1台、階段搬送シート１枚□手ぬぐい30枚、ポンチョ37人分□簡易トイレ 座面５台、600回分

□バール、ハンマー のこぎり各２□水2Ｌ96本2024年8月迄 消毒用
□携帯トイレ30袋分トイレ紙48個

□オノ、シャベル 各２□紙コップ200、食器50セット□発電機 ２台 オイル１缶

□簡易シューズ 45足□大鍋６個、やかん１個□電気コード 1.5ｍ ４本

□リュックサック ２４人分
□医薬品 20人分 2セット□電気リール 30m ２台

□アルミ、ラップ 各１０本□応急手当・衛生袋 40人分□乾電池 単三 66本

□カイロ30袋□ランタ37台 ヘッドライト5個□多機能ラジオ 37台

□ナプキン、ドライシャンプー各30□投光器2台 懐中電灯 ５台□メガホン ２台

□テント2張・トイレテント2張□カセットコンロ5台 ガス容器33□ブルーシート 3.6x5.4 10枚

□ヘルメット37個 ギブス20枚□石油ストーブ1台 七輪 3台□USB充電器、type-ｃ 各２セット
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３.
防災訓練時に在宅有無を調べる
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ご清聴ありがとうございました


